
 

 

第１２９０回 例会 ２０１７年（平成２９年）７月３日    

 

前回（６月２６日）例会記録 

◇プログレス 小山 章松 ＳＡＡ  

１． 来客紹介 親睦委員会 小島 常男 親睦委員 

ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：４名 合計：４名 

 

２．会長の時間  新川 晃生 会長 

皆さま、ようこそお越しいただきました。 

本日は、大阪ＲＣの野村様、伊藤様。大阪北ＲＣの森本様。摂津ＲＣの國澤様にもお越しいただいて 

おります。どうぞごゆっくりお過ごしください。 

早いもので、本日が最後の会長の時間となりました。1 年間、私のつたない話にお付き合いいただき、

本当にありがとうございました。 

会長の時間ではその時々の出来事や話題を中心に、そして月に1度はＲＩの月間テーマとそれに 

関連する内容のお話しをさせていただきました。 

本来であれば、もう尐しロータリーの活動についてお話しをしなければいけなかったのかもしれませんが、その点は毎回 

各委員会からの詳しいご報告がありましたので、そちらに譲らせていただきました。 

さて、本年度の活動方針の中でも述べさせていただきましたが、私は「奉仕活動を通じて人類へ貢献する」というロータリ

ーの目的は、例会への出席から始まるのではないかと考えています。 

寄付や奉仕活動というものは、その気になれば個人でもできますが、毎回の例会へ集い、語らい、楽しみ、親睦を深め、 

本日のプログラム                        （本日のプログレス 岡本 茂 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ ７月お誕生月会員お祝い 

○ 卓  話  伊藤 清一 会長 ・林   拓 幹事 

○ フォーラム 「クラブ運営部門」 塩尻 明夫 委員長 ２階「ザ・ガーデンルーム」 １７：００～１７：５０ 

○ 新年度会員懇親会 ４階「ボールルームウエスト」 １８：００～２０：００  

○ 理事会 ２階「ザ・ジョージアンルーム」 １６：００～１６：５０ 



 

仲間を増やす。そして会員相互の交流を深めながら奉仕活動を充実させる。これこそがロータリークラブの魅力では 

ないでしょうか。その場限りの奉仕ではなく、それを継続してゆくことにロータリーの意義があるのではないかと思います。 

しかし、何事も楽しくなければ長続きはしません。 

これからも大阪船場ＲＣが楽しく、そして魅力あるクラブであり続け、奉仕活動の輪がさらに広がることを祈念して、最後の 

会長の時間とさせていただきます。1年間ありがとうございました。 

 

３．委員会報告  

◎ 国際奉仕委員会 澤田 宗久 委員      

 いつも歯科医療奉仕活動にご理解ご支援して頂きありがとうございます。 

今年度も、バヌアツへの支援金を頂き誠にありがとうございます。 皆様方の善意を大切にして、活動して参ります。 

今回は２班に分かれて活動致します。私は、７月６日から１４日までバヌアツ政府の依頼を受けて、バヌアツのペンテコスト島

に調査に行って参ります。診療班は８日から１７日まで今まで通りにタンナ島で活動致します。 

これからも、大阪船場ＲＣの一員として一生懸命、奉仕活動に専念して行きますので 宜しくお願い致します。 

 ６月２１日（水）八尾市立竹渕小学校において、外部講師として国際理解についての 授業を行なって参りました。 

今学期からは、５・６年生を受け持って下さいとの校長先生からの依頼がありました。 

内容は、バヌアツ・フィリピン・アメリカ・日本の国旗の意味から説明し、２時間通してしゃべっていたのでお腹が空き、 

子ども達と一緒に食べた給食はとても美味しかったです。今回の竹渕小学校とタンナ島・ハーバビュー小学校との文化交流

は折り紙です。授業の最後の時に生徒達が折って作ってくれた折り紙を頂きました。ここには生徒達の夢がいっぱい詰まっ

ています。大切に現地に届けたいと思います。 

我々のこの様な活動はロータリーの４大奉仕事業（国際・職業・社会・青尐年奉仕）が一緒になった素晴らしい活動であります。

この事をご理解ご支援して頂いている船場ＲＣ の皆様は素晴らしいメンバーであります。 

 私は、皆様方に支えられて奉仕活動を行なっています。いつも感謝しております。 今後共、宜しくお願い致します。 

 

◎ 規定情報研修委員会 澤田 宗久 委員長 

 ６月１９日（月）規定情報委員会を開催致しました。 出席者は新入会員と紹介者と大磯会員・北野会員の１２名でした。 

 懇親会は、大磯会員の乾杯から始まり、日頃ロータリーに対して分からない所や疑問に思っている点を膝を交えて語り 

合って、とても和やかな雰囲気でした。この様な活動を地道に続けていくことにより、お互いにロータリーの絆ができていき、 

ひいては、退会防止・会員増強にも繋がっていきますので、次期役員の皆様方 これからも、宜しくお願い致します。 

 

◎ ゴルフ同行会 松谷 廣信 委員長 

心斎橋RCから合同ゴルフコンペの案内が届きましたので、本日皆様のメールボックスに入れております。 

９月１３日（水）ジャパンメモリアルゴルフクラブで開催いたします。 

締切日が７月２１日（金）と尐し早いですが、お申込みの程宜しくお願いいたします。 

 

◎ ３０周年再発見委員会 塩尻 明夫 委員長 

３０周年「再発見」委員長の塩尻です。 

大変企画が遅くなっており申し訳ございませんが、バリ島支援時に岡本真太郎会員にお願いし、拡大委員会を開催する 

ことにしました。事前に要綱などお知らせしますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

４．ニコニコ報告  岡本 真太郎 親睦委員 

中村 会員・・・・一年間大変ご協力頂き有難うございました。厚く御礼申し上げます。 

杉浦 会員・・・・１年間本当にご苦労様でした。 

澤田 会員・・・・新川会長、中村幹事、この一年間ご苦労さまでした。 

藤井 会員・・・・新川会長様、中村幹事様、一年間お疲れ様でした。 

塩尻 会員・・・・新川会長、中村幹事、一年間本当にお疲れ様でした。 

 



 

新川、大久保、小山、高階、宮原、清水、沖、小島、松永、岡本(真)、大磯、伊藤、岡野、片岡、松谷、大嶋、甚田、 

北野、渡辺、岩崎、平山、武田、 

各会員・・・・新川会長・中村幹事 一年間お疲れ様でした 

 

５．出席報告 小山 章松 ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ３３名 出席率 ８５％ 

第１２８７回（６月５日） 修正出席率 ９５％ 

 

６．卓  話   

◎ 新川 晃生 会長 

 

まず始めに、この1年間お力添えをいただきました理事役員、そして会員の皆様に心より感謝申し上げ

ます。 

皆さまのご協力により無事任期を終えることができました。特に中村幹事、事務局の田辺さんにはいろ

いろと助けていただき、本当にありがとうございました。また松谷副会長には、私の手術やその後の 

検査入院のたびに会長の時間を代行していただきました。松谷副会長ありがとうございました。 

その病気ですが、最初に異常が見つかったのは毎年会社で受けている人間ドックでした。 

4 月に受診した人間ドックの結果で「要再検査」の項目があったのでかかりつけの病院に行ったところ、阪大病院を紹介され

そこで検査をいたしました。そして 6 月に食道がんと診断されたのでした。それまでは自覚症状が全くありませんでしたので、

初期とは言えがんと聞いて尐し動揺いたしました。ただ、今考えるとその時一番ショックを受けたのは家族ではなかったかと

思います。それから病気の状態や治療の方法について、いろいろと説明を受けました。 

その時の説明では4つぐらいの治療方法があったと思います。 

当然専門的な知識はありませんので、先生がお勧めしている方法でお願いしようと思っていましたが、1ヶ月の抗がん剤 

治療というのがどうしても引っかかっていました。 

と言いますのも、最初の段階でステージ0～1の早期がんということを聞いていたので、私自身はポリープでも取るような 

感覚で軽く考えていました。そのため、抗がん剤治療という言葉にどうしても抵抗感を覚えたのでした。 

そこで同じ病気をした知人がいたのと、専門は違いますが娘が医者と結婚していたので、彼らにアドバイスをもらうことに 

しました。そして最終的には内視鏡での手術を選択しました。その結果、手術は1週間ほどの短期間の入院で済んで 

います。当然それぞれの選択肢にはメリット・デメリットがありますので、果たしてどの選択肢が良かったのか一概に言えま 

せんが、セカンドオピニオンなども活用して、自分自身が十分納得したうえで治療を受けることが大事なのではないかと 

思いました。手術後は食道が狭くなったために、食事がのどを通り辛くなってしまいました。 

最初の1ヶ月くらいは、ほとんど流動食のような食事しか食べることができませんでした。 

そこで尐しでも食道を広げるために、風船を膨らませるような器具を使った治療を今でも定期的に行っていますが、それ 

以外は今までと全く変わりなく過ごせています。早い時期に見つかったという幸運もあったのでしょうが、やはり医療技術が

進歩しているのでしょう。 

私の会社には、奥さんが難病にかかり大腸を全部取る手術をした後に子供を授かったという社員もいます。 

医学の進歩と言えば平均寿命もどんどん延びて、今や日本人の平均寿命は男性が80.7歳、女性が87.5歳になった 

そうです。 

昭和22年が男性50歳、女性が53歳で、昭和40年でも男性67歳、女性が72歳ですからずいぶんと長生きになって 

います。ちなみに今から1,200年前の平安時代の平均寿命は、男性が33歳、女性が27歳くらいだったそうです。 

当時はほとんどの人が栄養失調気味で衛生状態も悪かったので、病気に対する免疫も低く、伝染病で命を落とす人が 

多かったのだそうです。現代と違って女性の平均寿命が低いのは、当時は女性が物を食べる行為が「はしたない」と 

考えられていたために、栄養失調の女性が多かったことが原因だと考えられています。平安絵巻に描かれているふくよかな

女性の姿は、実は栄養失調による体のむくみだったそうです。今や日本は世界一の長寿国ですが、世界には平均寿命が 

80歳以上の国が29か国あります。女性だけでみると45か国の平均寿命が80歳以上です。 

その一方で、平均寿命が60歳以下の国が28か国もあり、そのすべてがアフリカの国々です。 



 

その原因としては、内戦などの紛争、貧困による栄養失調や医療施設の不足、そして不衛生な水事情による伝染病などが 

挙げられます。 

ロータリーが取り組んでいるポリオ撲滅プログラム、井戸や貯水施設の設置、そして世界平和と紛争解決を推進するリーダー

育成といった活動は、まさにこれらの原因を解消するための支援だと言えるでしょう。 

今回病気になりそして手術を経験して、健康でいられることのありがたさを実感いたしました。 

これからもその気持ちを忘れることなく、ロータリーの奉仕活動を続けてまいりたいと思います。ありがとうございました。 

 

◎ 中村 一 幹事 

 

今年度の幹事をさせて頂き本当に有難うございました。 

新川会長には幹事の役割とクラブ運営・奉仕活動に対しまして多大なご指導とご理解を賜り深く感謝 

申し上げます。また、理事役員の皆様、各委員長の皆様、そして、全会員の皆様、事務局の田辺さん、

何かとご支援ご協力を頂き本当に有難うございました。 

特に林副幹事にはこの１年間に何かと多くの相談にのって頂き、また、色々な面でご協力を頂きまし

たことを厚く御礼を申し上げます。 

今回は４年ぶり２回目の幹事となりましたが、片岡会長年度に１回目の幹事をさせて頂いた際に、その役割について 

多くのご指導とご教示頂いた経験をできる限り活かして、新川会長方針であるクラブライフが会員皆様にとってとても 

楽しく、また、各奉仕活動が充実できるクラブであることへ向かって努力して参りました。 

２回目となりますと、誤った判断をして言い訳が許されない緊張感もあり、１回目の幹事より長い１年間に感じました。 

また、２回目の幹事にもかかわらず、至らない点やご不便ご迷惑をおかけすることが多々あったかと思いますのでどうか 

ご容赦下さい。 

いま２回目の幹事を終えることができて思うことは、１回目の幹事を終えた時より更に、やっぱりこの大阪船場ロータリー 

クラブに入会できて、素晴らしい皆さまと出会えて良かったと改めて認識したことです。今後ともどうぞ宜しくお願い申し 

上げます。 

                   撞木引継ぎ及び会長幹事記念品贈呈 

 

新川会長より伊藤次年度会長へ撞木が引き継がれた後、伊藤次年度会長より新川会長へ、林次年度幹事より中村幹事へ 

記念品が贈呈されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回７月１０日（月）例会予定 

・委員会今年度方針 


